




 

 51 年度に引き続きラット正常筋および変性筋における Adenyl cyclase(A・C)

活 性 を 電 顕 組 織 化 学 的 に し ら べ た 。 方 法 は 前 回 と 同 じ く

plasmocid(6mg/200gB・W)投与 6時間後のラット非服筋を用いた。 


